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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】差分出力機能の用途が限定されることなく、被
測定者が自由意思で当該差分取得機能を利用することが
可能な測定装置を提供する。
【解決手段】スタートスイッチＳが押し下げされて測定
装置１００の本体に乗られると、被測定者の体重が測定
され、その測定値は測定データｘｉ（ｉは自然数）とし
て書き換え可能メモリ１５０ｃに更新記憶される。一方
、スタートスイッチＳと差分キーＦとが押し下げられた
場合、書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶された測定デ
ータｘｉが読み出されて表示部１２０に一時的に表示さ
れる。表示部１２０はこの後いったん零表示「０．００
」となり、次に、被測定者が本体に乗ると、被測定者の
体重が測定される。ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１５０ｂか
ら読み出された演算式に基づいてその測定値と書き換え
可能メモリ１５０ｃから読み出された測定データｘｉと
の差分を求めて出力する差分出力処理を実行する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人の体組成に関する指標を測定する測定手段を有する測定装置であって、
　前記測定手段による過去の測定結果と現在の測定結果との差分を出力することを指示す
る差分出力指示手段と、
　前記測定手段の測定結果を記憶する記憶手段と、
　前記測定手段の過去の測定結果を基準値とし、前記測定手段による現在の測定結果を比
較値としたとき、前記差分出力指示手段により差分の出力が指示されると、前記記憶手段
から過去の測定結果を前記基準値として読み出し、当該基準値と前記比較値との差分値を
演算して当該差分値を出力する差分出力手段と、
　を有する測定装置。
【請求項２】
　前記測定手段の測定結果を前記基準値として前記記憶手段に記憶するよう指示する記憶
指示手段をさらに有し、
　前記記憶指示手段によって前記測定手段の測定結果を記憶するよう指示された場合にの
み、前記記憶手段は前記測定手段の測定結果を前記基準値として記憶する、
　請求項１に記載の測定装置。
【請求項３】
　複数の被測定者を識別情報により一意に識別する識別手段をさらに有し、
　前記記憶手段は、前記識別情報により前記複数の被測定者の一が指定されると、前記測
定手段の測定結果を当該識別情報に対応付けて記憶し、
　前記差分出力指示手段よって差分の出力が指示され、且つ、前記識別手段によって前記
複数の被測定者の一が指定されると、前記差分出力手段は当該指定された識別情報に対応
付けて記憶された前記基準値を読み出し、当該基準値と前記比較値との差分値を演算して
当該差分値を出力する、
　請求項１に記載の測定装置。
【請求項４】
　前記測定手段の測定結果を前記基準値として前記記憶手段に記憶するよう指示する記憶
指示手段をさらに有し、
　前記記憶手段は、前記記憶指示手段によって前記測定手段の測定結果を記憶するよう指
示され、且つ、前記識別手段によって前記複数の被測定者の一が指定された場合にのみ、
前記測定手段の測定結果を当該識別情報に対応付けて記憶する、
　請求項３に記載の測定装置。
【請求項５】
　前記差分出力手段は、前記差分を表示部に表示する表示手段を有し、
　前記表示手段において、前記差分が所定の範囲内にある場合には前記差分はより細かい
目量で表示される一方、前記差分が所定の範囲を超える場合には、前記差分はより荒い目
量で表示される、
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の測定装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２つの測定値の差分を出力する差分出力機能を有する測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、赤ちゃんの体重を測定するための風袋引き機能(すなわち、差分出力
機能)を備えた体重計が記載されている。この差分出力機能付き体重計では、母親がまず
体重計に乗り、次に赤ちゃんを抱いた母親が体重計に乗り、両者の差分を赤ちゃんの体重
として表示することにより出力する。この体重計は、最初に測定された母親の体重を所定
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時間保持しておき、所定時間以内に２度目の測定が実行された場合に両者の差分を求めて
表示する。
【特許文献１】特開２００５－１０６５５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記技術では、所定時間内に２度目の測定を行わなければならないため、被
測定者の自由意思で差分出力機能を利用することができない。すなわち、所定時間より長
い期間を置いて２度目の測定をすることができないので、２度目の測定を行うタイミング
決定に関わる自由度が制限され、結果として、差分出力機能の用途も限定される。
　そこで、本発明は、差分出力機能の用途が限定されることなく、被測定者が自由意思で
当該差分取得機能を利用することが可能な測定装置を提供することを解決課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明の測定装置は、個人の体組成に関する指標を測定す
る測定手段を有する測定装置であって、前記測定手段による過去の測定結果と現在の測定
結果との差分を出力することを指示する差分出力指示手段と、前記測定手段の測定結果を
記憶する記憶手段と、前記測定手段の過去の測定結果を基準値とし、前記測定手段による
現在の測定結果を比較値としたとき、前記差分出力指示手段により差分の出力が指示され
ると、前記記憶手段から過去の測定結果を前記基準値として読み出し、当該基準値と前記
比較値との差分値を演算して当該差分値を出力する差分出力手段と、を有する。ここで、
個人の体組成に関する指標とは、体重、体脂肪率、内臓脂肪レベル（内臓脂肪面積、内臓
脂肪率）、体水分量、細胞外液量、細胞内液量、脂肪量、除脂肪量、筋肉量、骨量、基礎
代謝量などを含む。
【０００５】
　本発明によれば、測定結果を記憶しておく記憶手段と、過去と現在の測定結果の差分を
出力することを指示する差分出力指示手段（例えば、第１～第４実施形態における差分キ
ーＦ）とを有するので、基準値の測定（過去の測定）から所定時間内に比較値の測定（現
在の測定）を行わずとも、差分出力指示手段により差分の出力を指示することのみで差分
を出力することができる。よって、被測定者は自らの自由意志で、測定装置の差分出力機
能を所望の用途に利用することが可能となる。すなわち、利用の自由度が向上する。本発
明の具体的な態様は、第１実施形態に例示される。
【０００６】
　上記記憶手段においては、その記憶内容は測定が実行される度に新たな測定結果で更新
記憶されることが好ましい。もしくは、上記記憶手段は複数の測定結果を記憶する記憶領
域を有し、上記差分出力手段は直前の測定結果を前記基準値として読み出すことが好まし
い。また、差分出力指示手段により差分の出力が指示されたときの測定値（すなわち、現
在の測定値；比較値）は記憶手段に記憶する態様と、記憶しない態様とがあり、本発明は
そのどちらでもよい。記憶する態様においては、記憶した測定値を将来の測定において差
分出力が指示された場合の基準値として利用してもよいし、単に、履歴データとして記憶
しておいてもよい。
【０００７】
　上記差分出力手段は、差分を演算により求める差分取得手段と、差分取得手段により求
めた差分を出力する差分出力手段とを含む。また、「差分値を出力する」とは、差分値を
示す画像を当該測定装置の表示手段に表示すること、また、音声出力機能を有する場合に
は差分値を音声出力すること、印刷機能を有する場合には差分値を示す画像を印刷により
出力すること等を含む。さらには、測定装置が外部の機器と接続する端子を有する場合に
は、差分値を示す差分データを外部の機器に対して出力することを含む。
【０００８】
　本発明の好適な態様において、前記測定手段の測定結果を前記基準値として前記記憶手



(4) JP 2009-63306 A 2009.3.26

10

20

30

40

50

段に記憶するよう指示する記憶指示手段（例えば、第２および第４実施形態におけるメモ
リキーＭ）をさらに有し、前記記憶指示手段によって前記測定手段の測定結果を記憶する
よう指示された場合にのみ、前記記憶手段は前記測定手段の測定結果を前記基準値として
記憶する。本態様によれば、前記記憶手段には記憶指示手段によって指示された測定値の
みが記憶され、後の測定において差分出力指示手段により差分の出力が指示されたときに
は、所望の過去のタイミングの測定値を基準値として差分が出力される。すなわち、基準
値として利用したい測定値の測定時点から現在までの間に別の測定が実行された場合にお
いても、差分出力の際の比較の対象としての基準値は固定されたままである。このように
、被測定者は比較対象として用いる基準値を自由に選択（指定）することができ、差分出
力機能の利用の自由度がさらに向上する。本発明の具体的な態様は、第２実施形態に例示
される。
【０００９】
　本発明の別の好適な態様において、複数の被測定者を識別情報により一意に識別する識
別手段（例えば、第３および第４実施形態における個人キーＰ）をさらに有し、前記記憶
手段は、前記識別情報により前記複数の被測定者の一が指定されると、前記測定手段の測
定結果を当該識別情報に対応付けて記憶し、前記差分出力指示手段よって差分の出力が指
示され、且つ、前記識別手段によって前記複数の被測定者の一が指定されると、前記差分
出力手段は当該指定された識別情報に対応付けて記憶された前記基準値を読み出し、当該
基準値と前記比較値との差分値を演算して当該差分値を出力する。本発明の具体的な態様
は、第３実施形態に例示される。
【００１０】
　本態様によれば、複数の被測定者が当該測定装置を使う場合においても、比較対象とす
るべき基準値を正しく選択して差分を出力することが可能である。すなわち、複数の被測
定者を識別情報により一意に識別する識別手段を有するので、ある被測定者（被測定者Ａ
）が最初の測定を行ってから次の測定を行うまでの間に別の被測定者（被測定者Ｂ）が同
じ測定装置を使用した場合にも、被測定者Ａの測定値と被測定者Ｂの測定値との差分を誤
って取得してしまう、といった事態の発生を未然に防ぐことが可能になる。よって、例え
ば、スポーツクラブなどで多数の被測定者が１つの測定装置を用いる場合にも、どの被測
定者も、自己が行ったエクササイズの効果を確実に取得することが可能となる。
【００１１】
　本発明の別の好適な態様において、前記測定手段の測定結果を前記基準値として前記記
憶手段に記憶するよう指示する記憶指示手段（例えば、第４実施形態のメモリキーＭ）を
さらに有し、前記記憶手段は、前記記憶指示手段によって前記測定手段の測定結果を記憶
するよう指示され、且つ、前記識別手段によって前記複数の被測定者の一が指定された場
合にのみ、前記測定手段の測定結果を当該識別情報に対応付けて記憶する。本発明によれ
ば、被測定者は、過去における自己の測定値のうち、所望のタイミングで測定された測定
値を、差分出力時に比較対象となる基準値として指定することができる。よって、記憶指
示手段を有しない態様と比較して、差分出力機能の利用に係る自由度がさらに向上する。
本発明の具体的な態様は、第４実施形態に例示される。
【００１２】
　加えて、前記差分出力手段は、前記差分を表示部に表示する表示手段を有し、前記表示
手段において、前記差分が所定の範囲内にある場合には前記差分はより細かい目量で表示
される一方、前記差分が所定の範囲を超える場合には、前記差分はより荒い目量で表示さ
れることが好ましい。この態様によれば、差分が少量の場合には細かい目量で表示される
ので、被測定者は、エクササイズや入浴の効果や、排尿の前後、授乳の前後といった微量
な変化をより細かい単位で正確に知ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
Ａ：第１実施形態
　以下、添付の図面を参照しながら本発明の第１実施形態を説明する。
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　図１は、本実施形態に係る測定装置１００の平面図である。本実施形態の測定装置１０
０は、差分出力機能付き体重計である。差分出力機能とは、先に測定された測定値と後に
測定された測定値との差分を取得して出力する機能である。この差分出力機能の利用形態
としては、例えば、被測定者がエクササイズの前に自己の体重を測定し、エクササイズ後
に再度自己の体重を測定し、両者の差分を出力させる、というものがある。この場合、エ
クササイズの前後における体重の増減値が表示されるので、被測定者はエクササイズの効
果を知ることができる。以下の説明では、この利用形態を想定して説明する。
【００１４】
　図１に示されるように、測定装置１００は、被測定者が乗る本体１０と、当該測定装置
１００をオン状態とするためのスタートスイッチＳと、差分キーＦとを有する。測定装置
１００は、被測定者がスタートスイッチＳを押すと電源がオン状態となり、被測定者が本
体１０に乗ると体重を測定する。そして、その測定結果を表示部１２０に表示するととも
に、測定結果を測定データｘｉ（ｉは自然数）として後述の書き換え可能メモリ１５０ｃ
に記憶する。一方、スタートスイッチＳが押し下げされた後、被測定者による操作や測定
が行われることなく所定の期間が経過した場合には測定装置１００は自動的にオフ状態と
される。
【００１５】
　測定装置１００は、スタートスイッチＳが押し下げられた後に差分キーＦが押されて本
体１０に乗られると、書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶された測定データｘｉ（基準値
）を読み出し、現在の体重と基準値との差分を出力する。すなわち、差分キーＦは、過去
の測定結果（基準値）と現在の測定結果（比較値）との差分を出力することを指示する差
分出力指示手段として機能する。
【００１６】
　図２は、測定装置１００の電気的構成を示すブロック図である。図１および図２に示さ
れるように、測定装置１００は、本体１０の上面に、電流供給用電極１ａおよび２ａと電
圧測定用電極１ｂおよび２ｂと、被測定者への操作の案内や測定結果の通知を表示するた
めの表示部１２０と、被測定者が各種指示を入力する操作入力装置１４０とを備える。表
示部１２０としては、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）などの表示装置がある
。操作入力装置１４０はアップキーおよびダウンキーを有し、被測定者は表示部１２０に
表示された案内にしたがってアップキーおよび／またはダウンキーを操作し、各種指示を
入力することができる。なお、表示部１２０をタッチパネルで構成することにより、表示
部１２０を操作入力装置として機能させてもよい。
【００１７】
　本体１０の内部には、記憶装置１５０と、重量測定装置１６０と、生体インピーダンス
測定装置１７０と、ＣＰＵ１１０とが設けられている。重量測定装置１６０には図示せぬ
重量センサが設けられる。この重量センサは、被測定者が本体１０に乗ったときに、その
重量である被測定者の体重を重量データとして出力可能である。重量センサとしては、起
歪体と歪ゲージとを有し、起歪体の歪による電圧の変化を測定して出力するロードセルが
ある。重量測定装置１６０から出力された重量データは、Ａ／Ｄ変換器（図示略）によっ
てデジタル変換された後にＣＰＵ１１０に供給される。ＣＰＵ１１０は、重量測定装置１
６０からＡ／Ｄ変換器を介して重量データを受け取ると、その重量データを測定データｘ
ｉとして後述の書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶する。
【００１８】
　重量測定装置１６０による測定は、分解能が高く（細かく）実行される。例えば、小数
点第３位（０．００１[kg]）を最小桁として実行される。すなわち、測定データｘｉは１
[g]単位である。ＣＰＵ１１０は、上述の差分出力機能を利用せずに単に体重を測定して
表示させる場合には、分解能よりも低い（荒い）単位にて表示させる。例えば、１００[g
]を目量（すなわち、０．１[kg]。以下、「基準表示単位」という）で測定結果を表示さ
せる。すなわち、測定データｘｉが５８．４３５[kg]であった場合には、５８．４[kg]と
表示される。
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【００１９】
　差分出力機能を利用して測定を行った場合、差分βp（ｐは自然数）が例えば±２０[kg
]の範囲内である場合には、基準表示単位よりも目量が細かい２０[g]単位（以下、「微差
表示単位」という）で差分を表示する。つまり、表示単位は２０ｇごとにとびとびの値を
取る。ここで、表示値をｍ、差分値をｎとすると、差分値ｎが以下の範囲にある場合、表
示値はｍとなる。
　　　　ｍ－１０≦ｎ＜ｍ＋１０
　つまり、差分値ｎは２０[g]の単位で表示値ｍに丸められる。例えば、差分βpが－２．
７２６の場合－２．７２[kg]と表示される。
　一方、差分βpが±２０[kg]の範囲にない場合には基準表示単位で表示する。すなわち
、差分βpが２３．２３５[kg]である場合には、２３．２[kg]と表示される。つまり、差
分値ｎは小数点第二位で四捨五入されて表示値ｍとなる。
【００２０】
　生体インピーダンス測定装置１７０は、電流供給部１７０Ａおよび電圧検出部１７０Ｂ
を備える。電流供給部１７０Ａは、被測定者が本体１０に乗ったときに、その上面部に形
成された各電流供給用電極１ａおよび２ａを介して被測定者の足裏に高周波の微弱な定電
流を印加し、電圧検出部１７０Ｂは各電圧測定用電極１ｂおよび２ｂを介して電位差を測
定する。測定された電位差のデータは、Ａ／Ｄ変換器（図示略）によってデジタル変換さ
れた後に生体インピーダンスＺとしてＣＰＵ１１０に供給される。
【００２１】
　記憶装置１５０は、ＲＡＭ（Randam Access Memory）１５０ａと、ＲＯＭ（Read Only 
Memory）１５０ｂと、書き換え可能メモリ１５０ｃとを有する。ＲＯＭ１５０ｂは、不揮
発性のメモリであり、ＣＰＵ１１０に各種処理を実行させるための各種プログラムおよび
本実施形態に係る動作をＣＰＵ１１０に実行させるためのプログラムが記憶されている。
また、ＲＯＭ１５０ｂには、重量測定装置１６０によって測定された体重の過去の測定値
（基準値）と、現在の測定値（比較値）との差分を求めるための演算式が格納されている
。具体的には、この演算式は、差分βp＝比較値－基準値で表される。ＣＰＵ１１０は、
この演算式に従い、過去の測定値と現在の測定値との差分を取得して出力する差分出力手
段として機能する。
【００２２】
　ＲＡＭ１５０ａは、ＣＰＵ１１０のワークエリアとして機能する。ＣＰＵ１１０は、Ｒ
ＡＭ１５０ａに重量測定装置１６０から供給された重量データや書き換え可能メモリ１５
０ｃから読み出した測定データｘｉを一旦記憶して、これらのデータを演算のパラメータ
として利用する。
【００２３】
　書き換え可能メモリ１５０ｃは、例えば、ＥＥＰＲＯＭ（Electronically Erasable an
d Programmable Read Only Memory）であり、重量測定装置１６０による測定が実行され
る度に測定データｘｉが更新（上書き）記憶される。
【００２４】
　ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１５０ｂに記憶されたコンピュータプログラムまたはプログラ
ム要素に従って動作し、表示部１２０および記憶装置１５０を制御する。また、ＣＰＵ１
１０は、上記の操作入力装置１４０、スタートスイッチＳおよび差分キーＦからの信号に
応じた動作を実行する。例えば、ＣＰＵ１１０は、差分キーＦが押されたときには、本実
施形態に係る差分出力処理を実行する。
【００２５】
　図３は、本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。
　図３に示されるように、まず、ステップＳａ１において、スタートスイッチＳが押し下
げされると、測定装置１００の電源がオン状態となる。次に、ＣＰＵ１１０は、差分キー
Ｆが押し下げられたか否か判断する（ステップＳａ３）。この判断結果が否定的な場合、
すなわち、差分キーＦが押し下げされずに本体１０に乗られると、処理はステップＳａ５
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に進み、ＣＰＵ１１０は被測定者の体重を測定し、表示部１２０に測定結果を表示する。
ＣＰＵ１１０は、この測定データｘｉを書き換え可能メモリ１５０ｃに更新記憶（ステッ
プＳａ７）して処理を終了する。
【００２６】
　一方、差分キーＦが押し下げられた場合、ステップＳａ３において「ＹＥＳ」と判断さ
れ、ステップＳａ９において、書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶された測定データｘｉ
（基準値）が読み出されて表示部１２０に一時的に表示される。表示部１２０は、この後
いったん零表示「０．００」となる。次に、被測定者が本体１０に乗ると被測定者の体重
が測定される（ステップＳａ１１）。次いで、ＣＰＵ１１０はＲＯＭ１５０ｂから演算式
を読み出し、差分取得処理（ステップＳａ１３）を実行する。なお、この差分取得処理が
実行される前に、現在の体重を示す測定データｘｉを表示するようにしてもよい。
【００２７】
　図４は、図３のフローチャートにおける差分取得処理の詳細な流れを示すフローチャー
トである。まず、ステップＳｂ１において、ＣＰＵ１１０は、上記演算式に、測定した測
定値（現在の測定値；比較値）と、書き換え可能メモリ１５０ｃから読み出された測定デ
ータｘｉ（基準値）とを各々代入して両者の差分βpを求める。このとき求められる差分
βpは、基準値に対する比較値の増減を示す。すなわち、過去に測定した基準値よりも現
在の測定値が小さければ、差分βpは負の値となる一方、基準値よりも現在の測定値が大
きければ差分βpは正の値となる。
【００２８】
　次に、ステップＳｂ３において、ＣＰＵ１１０は上記差分βpが±２０[kg]の範囲内に
あるか否かを判定する。この判定結果が肯定的な場合、ＣＰＵ１１０は、差分βpを２０
ｇの目量で表す画像データに変換し（ステップＳｂ５）、この画像データを表示部１２０
へ供給する（ステップＳｂ９）。一方、ステップＳｂ３の判断結果が否定的な場合、すな
わち、差分βpが±２０[kg]の範囲内にない場合、ＣＰＵ１１０は、差分βpを１００ｇの
目量で表す画像データに変換し（ステップＳｂ７）、この画像データを表示部１２０へ供
給する（ステップＳｂ９）。ＣＰＵ１１０は以上で差分取得処理を終了し、処理は図３の
ステップＳａ１５に移行する。
【００２９】
　ステップＳａ１５においては、差分βpを示す画像が測定装置１００の表示部１２０に
表示され、ＣＰＵ１１０はこの表示を所定時間継続させた後に当該表示を終了する。その
後、測定装置１００への操作が所定の期間にわたって一切行われない場合には、ＣＰＵ１
１０は測定装置１００の電源をオフ状態とし、再び、スタートスイッチＳが押し下げされ
るまで、同状態が保持される。
【００３０】
　ところで、現在の測定値と過去の測定値との差分を求める差分出力機能は、様々な用途
に利用することが可能である。例えば、母親がまず体重計に乗り、次に母親が赤ちゃんを
抱いて体重計に乗ることにより両者の差分を赤ちゃんの体重として求めたり、ダイエット
中の人がエクササイズの前後で体重を測定し、両者の差分を求めることによりダイエット
の効果を数値で知る、といった利用目的が考えられる。ところが、前者の例の場合には、
母親は自己の体重の測定から比較的短い時間内に赤ちゃんを抱いた測定を実行する可能性
が高いのに対し、後者の例においては、エクササイズに要する時間次第で過去の測定と現
在の測定との間隔が短い場合もあれば長時間（数日や数ヶ月）に及ぶ場合も考えられる。
このように、その利用目的によって、過去の測定が実行されてから現在の測定が実行され
るまでの間隔は区々である。したがって、本実施形態では、過去の測定から現在の測定ま
での間隔の長短にかかわらず両者の測定値の差分を取得可能なように差分キーＦを設けて
いる。すなわち、被測定者が差分キーＦを押し下げするだけで過去の測定値がメモリから
読み出され現在の測定値との差分が求められるので、決められた時間内に現在の測定を行
なわなければならない、という時間的な制約は一切ない。よって、被測定者の自由意志で
差分出力機能を所望の目的に利用することが可能である。これに対し、過去の測定値を所
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定時間のみ記憶しておく従来の方法においては、所定時間内に現在の測定を実行する必要
があるため、差分取得機能を限られた用途にしか利用することができない。このように、
本実施形態に係る測定装置１００が有する差分出力機能によれば、従来と比較して、当該
機能の利用形態が格段に増大する。
【００３１】
　さらに、表示出力される差分データは、その差分データが所定の範囲内（本実施形態で
は±２０[kg]の範囲内）にあるかに応じて、その表示単位を基準表示単位または微細表示
単位のいずれかに切り替えられる。これにより、取得される差分の大きさに適した目量で
差分を表示することができる。特に、微量な変化を差分として出力したい場合には、その
変化の値を正確に知ることができる。
【００３２】
　なお、本実施形態では、表示部１２０に差分βpを示す画像を表示することにより、取
得した差分を出力する態様について説明したが、例えば、測定装置１００に接続されたパ
ーソナルコンピュータなどの外部機器に対して当該差分βpを示す差分データを送信する
ことにより、差分データ自体を出力する態様としてもよい。その場合、差分が２０[kg]の
範囲内であるか否かについての判定は行わず、差分データ自体が外部機器に出力される。
【００３３】
　なお、上述の説明ではスタートスイッチＳが押し下げられた後に差分キーＦが押された
場合に差分取得処理を実行する旨を説明したが、本実施形態はそれに限られず、差分キー
Ｆだけが押し下げられた場合にも差分取得処理を実行するようにしてもよい。すなわち、
電源がすでにオン状態にある場合には、差分キーＦの押し下げのみで差分取得処理を実行
するようにしてもよいし、電源がオフ状態の場合においても、差分キーＦが押し下げられ
ると測定装置１００の電源をオン状態とし、その後に差分取得処理を実行するようにして
もよい。
【００３４】
　図５は、被測定者Ａが測定装置１００を利用する場合の測定処理の様子を説明するため
のタイムチャートである。図５に示されるように、時刻ｔ１において、測定者Ａは、スタ
ートスイッチＳ（図に示す「Ｓ－ｋｅｙ」）を押して本体１０に乗り、自己の体重を測定
する。このとき測定された測定データｘ１は書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶される。
次に、時刻ｔ２およびｔ３の各時刻において、被測定者Ａは、再び自己の体重を測定する
。各時刻における測定データｘ２，ｘ３は、書き換え可能メモリ１５０ｃに順次更新記憶
される。すなわち、時刻ｔ２においては測定データｘ２が測定データｘ１に上書きされ、
時刻ｔ３においては測定データｘ３が測定データｘ２に上書きされる。
【００３５】
　次に、時刻ｔ４において、被測定者ＡがＳ－ｋｅｙを押した後に差分キーＦ（図５に示
す「Ｆ－ｋｅｙ」）を押すと、まず、表示部１２０には、書き換え可能メモリ１５０ｃの
記憶データ（すなわち、測定データｘ３）が表示される。次に、表示は零表示「０．００
」となり、この状態において被測定者Ａが測定装置１００の本体１０に乗ると、現在の体
重が測定され（測定データｘ４）、上述した差分取得処理が実行される。すなわち、上述
の演算式により差分β１＝ｘ４－ｘ３が求められ、その結果が表示部１２０に表示される
。この場合、ｘ４＝５８．４５２[kg]であり、ｘ３＝５９．２３５[kg]であったとすると
、β１＝５８．４５２－５９．２３５＝－０．７８３[kg]と求められる。よって、差分デ
ータは２０[g]の目量で表示部１２０に表示される。すなわち、「－０．７８[kg]」と表
示され、被測定者Ａは、時刻ｔ３から時刻ｔ４に至るまでの間に、自己の体重が０．７８
[kg]減少したことがわかる。
【００３６】
　以上説明したように、本実施形態では、差分キーＦを押さずに測定が行われるとその度
に測定値を更新記憶し、差分キーＦが押されると、その時点で記憶されている測定値（す
なわち、最も最近に測定された測定値）を読み出して、現在の測定値との差分を取得する
。したがって、図５における時刻ｔ４の測定は時刻ｔ３から予め定められた時間内に実行
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される必要はなく、被測定者は任意の所望の時刻に時刻ｔ４の測定を行えばよい。よって
、差分取得機能の用途が拡大し、被測定者にとっての利便性が向上する。
【００３７】
Ｂ：第２実施形態
　以下、図６～図９を参照しながら、本発明の第２実施形態について説明する。
　本実施形態が上記第１実施形態と異なる点は、スタートスイッチＳと差分キーＦとに加
えて、基準値の記憶を指示するメモリキーを有する点である。
　なお、図６～図９の各図において、第１実施形態と共通の要素には同一の参照符号を付
し、その説明も適宜省略する。
【００３８】
　図６は、第２実施形態に係る測定装置１００Ａの平面図であり、図７は、測定装置１０
０Ａの電気的構成を示すブロック図であり、図９は、測定装置１００Ａによる測定の様子
を説明するためのタイムチャートである。図６および図７に示されるように、測定装置１
００Ａは、スタートスイッチＳと差分キーＦとに加え、メモリキーＭを有する。メモリキ
ーＭは、当該メモリキーＭが押し下げされてから体重が測定されると、その測定値を示す
測定データｘｉを書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶する。換言すれば、メモリキーＭが
押されたときに測定された体重を示す測定データｘｉだけが書き換え可能メモリ１５０ｃ
に記憶される。すなわち、図９に示されるように、時刻ｔ１，ｔ２，ｔ３，ｔ４，ｔ５，
ｔ６の各時刻において測定が行われた場合において、メモリキーＭ（図に示す「Ｍ－ｋｅ
ｙ」）が押し下げられた時刻ｔ４における測定値を示す測定データｘ４のみが書き換え可
能メモリ１５０ｃに記憶される。よって、メモリキーＭは特定の測定データｘｉを基準値
として書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶するよう指示する記憶指示手段として機能する
。
【００３９】
　また、図６に示されるように、表示部１２０はメモリ表示１２０ａを有する。図９に示
されるように、メモリ表示１２０ａは、メモリキーＭが押し下げられると点灯し、書き換
え可能メモリ１５０ｃが測定データｘｉを保持中であることを示す。また、このメモリ表
示１２０ａは測定データｘｉが削除されると消灯する。測定データｘｉを削除する方法と
しては、例えば、電源がオフのときにメモリキーＭを押す、あるいは、メモリキーＭとは
別個のメモリリセットキー（図示略）を設ける、といった態様がある。
【００４０】
　図８は、本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。図８に示されるように
、ステップＳｃ１において、まず、スタートスイッチＳが押し下げされると、ＣＰＵ１１
０は差分キーＦが押し下げされたか否か判定する（ステップＳｃ３）。この判定結果が否
定的な場合、被測定者が本体１０に乗ると被測定者の体重が測定され、その測定結果が表
示される（ステップＳｃ５）。次いで、ＣＰＵ１１０は、メモリキーＭが押し下げられた
か否か判定する（ステップＳｃ７）。この判定結果が否定的な場合、すなわち、メモリキ
ーＭが押し下げられなかった場合、ＣＰＵ１１０は当該測定処理を終了する。
【００４１】
　一方、ステップＳｃ７の判断結果が肯定的な場合、すなわち、メモリキーＭが押し下げ
られた場合、ＣＰＵ１１０は測定データｘｉを書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶すると
ともに、メモリ表示１２０ａを点灯させた後に当該測定処理を終了する。
【００４２】
　一方、ステップＳｃ３の判定結果が肯定的な場合、すなわち、差分キーＦが押し下げら
れた場合、ＣＰＵ１１０は、書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶された測定データｘｉを
読み出して一時的に表示し、表示部１２０の表示を零表示「０．００」とする（ステップ
Ｓａ９）。次に被測定者が本体１０に乗ると被測定者の体重が測定され（ステップＳａ１
１）、差分取得処理（図５）を実行する（ステップＳａ１３）。続いて、ステップＳａ１
５において差分βpを示す画像を表示し、測定処理を終了する。
【００４３】
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　次に、図９を参照して当該測定装置１００Ａにおける測定処理の様子を説明する。なお
、この例では、時刻ｔ１の時点では書き換え可能メモリ１５０ｃに測定データｘｉは記憶
されてない。よって、時刻ｔ１においてメモリ表示１２０ａは消灯状態にある。
　図９に示されるように、まず、時刻ｔ１において、被測定者ＢがスタートスイッチＳを
押して本体１０に乗り、測定後にメモリキーＭを押し下げしない。その結果、ＣＰＵ１１
０は、測定データｘ１を記憶せず測定処理を終了する。次に、時刻ｔ２において被測定者
ＡがスタートスイッチＳを押して本体１０に乗り、この場合もメモリキーＭを押し下げし
ない。よって、ＣＰＵ１１０は、測定データｘ２を記憶せず測定処理を終了する。次に、
時刻ｔ３において、被測定者ＣがスタートスイッチＳを押して本体１０に乗り、時刻ｔ２
，ｔ３と同様にメモリキーＭを押し下げしない。よって、ＣＰＵ１１０は、測定データｘ
３を記憶せず測定処理を終了する。
【００４４】
　次に、時刻ｔ４において、被測定者ＡはスタートスイッチＳを押し下げて本体１０に乗
り、測定が終了して体重が表示されるとメモリキーＭを押し下げする。その結果、ＣＰＵ
１１０は測定データｘ４を書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶するとともに、メモリ表示
１２０ａを点灯させる。
【００４５】
　次に、時刻ｔ５またはｔ６において、被測定者ＢまたはＣはスタートスイッチＳを押し
て本体１０に乗り、測定後にメモリキーＭを押し下げしない。その結果、ＣＰＵ１１０は
、測定データｘ５又はｘ６を記憶せず測定処理を終了する。次に時刻ｔ７において、被測
定者ＡはスタートスイッチＳおよび差分キーＦを押し下げする。するとＣＰＵ１１０は、
書き換え可能メモリ１５０ｃから測定データｘ４を読み出して表示部１２０に表示させる
。その後表示部１２０が零表示「０．００」となり被測定者Ａが本体１０に乗ると、被測
定者Ａの体重が測定され、ＣＰＵ１１０はその測定データｘ７と記憶しておいた測定デー
タｘ４との差分を求める。すなわち、ｘ７－ｘ４＝β２と演算することにより、差分デー
タβ２が取得される。
【００４６】
　この例では差分データβ２は±２０[kg]の範囲内にあるとすると、ＣＰＵ１１０は、差
分データβ２を２０[g]の目量で表した画像データを生成し、表示部１２０に当該画像デ
ータによって表される画像を表示させることにより処理を終了する。
　なお、上記差分データβ２が取得され、その表示が終了した後もメモリ表示１２０ａは
点灯したままである。すなわち、時刻ｔ４において記憶された測定者Ａの測定データｘ４
は書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶されたままの状態である。よって、再び差分キーＦ
を押し下げして測定を実行すると、測定データｘ４を基準値とした差分を求めることがで
きる。
　これに対し、測定者Ａが基準値を新たに設定したい場合や、他の測定者が自己の測定デ
ータｘを基準値として記憶させたい場合には、電源がオフ状態にあるときにメモリキーＭ
を押し下げするなどの方法で書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶された測定データｘ４を
削除する。そして、この削除が実行されることにより、メモリ表示１２０ａが消灯する。
【００４７】
　以上説明したように、メモリキーＭを有しない測定装置１００（第１実施形態）では、
最新の測定データのみが基準値として利用可能であったが、本実施形態の測定装置１００
Ａでは、最新の測定データも含む全ての測定データのうち、メモリキーＭによって指定さ
れた測定データｘｉが基準値として利用される。すなわち、同じ被測定者が複数回測定を
行った場合には指定したタイミングの測定値を基準値として記憶させることができる。
【００４８】
　また、差分出力機能を利用する意思を有しない被測定者がスタートスイッチＳだけを押
して測定を行った場合には、その測定データは無用に記憶されない。また、メモリキーＭ
が押し下げされて測定データが記憶されるとメモリ表示１２０ａが点灯し、当該測定デー
タが記憶されている間は点灯し続けるので、測定者は、メモリ表示１２０ａが点灯してい
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る間は何度でも同じ基準値に対する差分を取得することができる。一方、他の測定者は、
メモリ表示１２０ａが点灯していることを視認すると差分出力機能が現在利用可能でない
ことがわかるので、誤って他の測定者の測定値との間の差分が出力されるといった事態の
発生を防止できる。
【００４９】
Ｂ－１：第２実施形態の変形例
　＜変形例１＞
　上記実施形態では、メモリキーＭを設けることにより所望の測定データｘｉを記憶させ
る態様、すなわち、メモリキーＭを記憶指示手段として機能させる態様について説明した
が、差分キーＦに記憶指示手段としての機能を兼ねさせるようにしてもよい。具体的には
、被測定者がスタートスイッチＳを押し下げした後に差分キーＦを押すことなく本体１０
に乗ることにより体重が測定されたとする（図８のステップＳｃ１→Ｓｃ３；Ｎｏ→Ｓｃ
５）。次にステップＳｃ７において、被測定者がメモリキーＭの代わりに差分キーＦを押
すと、測定データｘｉが記憶される。
　この変形例によれば、メモリキーＭを設けずとも、特定の測定データｘｉだけを記憶手
段としての書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶させることが可能である。よって、上記第
２実施形態と同様の効果を奏する。
【００５０】
　＜変形例２＞
　上記実施形態では、体重の測定の後にメモリキーＭが押し下げられるとその測定値を測
定データｘｉとして記憶する態様について説明したが、メモリキーＭを押し下げした後に
体重の測定が行われると、その測定値を測定データｘｉとして記憶する態様としてもよい
。
【００５１】
　図１０に本変形例に係る動作の流れを示すフローチャートを示す。図１０に示されるよ
うに、まず、スタートスイッチＳが押し下げられる（ステップＳｄ１）と、ＣＰＵ１１０
はメモリキーＭが押し下げられたか否かを判定する（ステップＳｄ３）。その判定結果が
肯定的な場合、続けて被測定者が本体１０に乗ると、被測定者の体重を測定し（ステップ
Ｓｄ５）、その測定値を測定データｘｉとして記憶する（ステップＳｄ７）。
【００５２】
　一方、ステップＳｄ３の判定結果が否定的な場合、すなわち、メモリキーＭが押し下げ
されなかった場合、次に、ＣＰＵ１１０は、差分キーＦが押し下げられたか否か判定する
（ステップＳｄ９）。その判定結果がＮＯの場合、すなわち、被測定者が差分キーＦを押
し下げることなく本体１０に乗ると、被測定者の体重を測定して表示し（ステップＳｄ１
１）、当該測定処理を終了する。一方、ステップＳｄ９の判定結果が肯定的な場合、すな
わち、差分キーＦが押し下げられると、ＣＰＵ１１０は、図８と同様に、ステップＳａ９
、Ｓａ１１、Ｓａ１３、Ｓａ１５に示す処理を実行し、差分を出力（表示）する。本変形
例によれば、上記第２実施形態と同様の効果が得られる。
【００５３】
Ｃ：第３実施形態
　以下、図１１～図１４を参照しながら、本発明の第３実施形態に係る測定装置１００Ｂ
について説明する。
　本実施形態が上記第１実施形態と異なる点は、被測定者を識別する個人キーを有する点
である。また、上記第１実施形態の測定装置１００に備えられていたスタートスイッチＳ
は、本実施形態の測定装置には備えられていない。
　なお、図１１～図１４の各図において、第１実施形態と共通の要素には同一の参照符号
を付し、その説明も適宜省略する。
【００５４】
　図１１は本実施形態に係る測定装置１００Ｂの外観を示す平面図であり、図１２は同測
定装置１００Ｂの電気的な構成を示すブロック図である。図１１および図１２に示される
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ように、測定装置１００Ｂは、個人キーＰ（Ｐａ，Ｐｂ，Ｐｃ，Ｐｄ）と差分キーＦとを
有する。個人キーＰは、被測定者を識別する識別手段である。すなわち、被測定者が個人
キーＰａ，Ｐｂ，Ｐｃ，Ｐｄのいずれかを押し下げすると、測定装置１００のＣＰＵ１１
０は、押し下げされた個人キーＰに対応する識別情報によって当該被測定者を識別する。
また、個人キーＰは測定装置１００Ｂの電源をオン状態とするためのスタートスイッチと
しても機能する。
【００５５】
　図１２に示されるように、さらに、測定装置１００Ｂの記憶装置１５０には、個人テー
ブルＴＢＬ１が保持されている。個人テーブルＴＢＬ１には、各被測定者の識別情報に対
応した測定データｘｉが記憶される。被測定者による測定が行われる度に、当該被測定者
を示す識別情報に対応付けられている測定データｘｉは更新（上書き）記憶される。すな
わち、個人テーブルＴＢＬ１の各被測定者の測定データｘｉは常に最新のデータに書き換
えられる。
【００５６】
　図１３は、本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。図１３に示されるよ
うに、まず、ステップＳｅ１において個人キーＰが押し下げられて、測定装置１００Ｂの
電源がオン状態とされる。次に、ＣＰＵ１１０は、差分キーＦが押し下げられたか否か判
定する（ステップＳｅ３）。この判定結果が否定的な場合、被測定者が本体１０に乗ると
、ＣＰＵ１１０は、当該被測定者の体重を測定して表示し（ステップＳｅ５）、その測定
値である測定データｘｉを個人キーＰに対応する識別情報と対応付けて個人テーブルＴＢ
Ｌ１に更新記憶する（ステップＳｅ３）。
【００５７】
　一方、ステップＳｅ３の判定結果が肯定的な場合、すなわち、差分キーＦが押し下げら
れた場合、ＣＰＵ１１０は個人テーブルＴＢＬ１を参照することにより、個人キーＰに対
応する測定データｘｉを読み出して表示部１２０に表示する（ステップＳｅ９）。続いて
、表示部１２０の表示が零表示「０．００」となり、被測定者が本体１０に乗ると、当該
被測定者の体重を測定し（ステップＳａ１１）、差分取得処理（図５）を実行する（ステ
ップＳａ１３）。
【００５８】
　差分取得処理においては、図４に示されるように、まず、ステップＳｂ１において、Ｃ
ＰＵ１１０は、演算式（差分＝比較値－基準値）をＲＯＭ１５０ｂから読み出す。次に、
この演算式にステップＳａ１１で測定した現在の測定値を比較値として代入するとともに
、ステップＳｅ９において個人テーブルＴＢＬ１から読み出した測定データｘｉを基準値
として代入することにより、差分βpを求める（ステップＳｂ１）。続いて、ＣＰＵ１１
０は、ステップＳｂ３～Ｓｂ９までの各処理を実行することにより得られた画像データに
よって表される画像を表示部１２０に表示して（ステップＳａ１５）、測定処理を終了す
る。
【００５９】
　ところで、例えば、スポーツクラブなどで複数の被測定者が差分出力機能を利用してエ
クササイズの前後に体重を測定する場合には、ある被測定者（被測定者Ａ）が最初の測定
を行ってから次の測定を行うまでの間に別の被測定者（被測定者Ｂ）が同じ測定装置を使
用する可能性がある。そこで、本実施形態では、複数の被測定者の各々に個人キーＰを割
り当て、各個人キーＰを示す識別情報を基準値に対応付けて個人テーブルＴＢＬ１に記憶
する。すなわち、ある被測定者（被測定者Ａ）が最初の測定を行ってから次の測定を行う
までの間に別の被測定者（被測定者Ｂ）が同じ測定装置を使用した場合にも、被測定者Ａ
の測定値と被測定者Ｂの測定値との差分を誤って取得してしまう、といった事態の発生を
防ぐことが可能になる。
【００６０】
　図１４は、本実施形態の測定装置１００Ｂおける測定の様子を示すタイムチャートであ
る。図１４に示されるように、時刻ｔ１において、まず被測定者Ａは、個人キーＰａを押
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し下げして本体１０に乗る。その結果、個人キーＰａに対応する識別情報「ａａａａ」に
測定データｘ１が対応付けられて個人テーブルＴＢＬ１に記憶される。次に、時刻ｔ２に
おいて、再び被測定者Ａが個人キーＰａを押し下げして本体１０に乗ると、個人テーブル
ＴＢＬ１において、識別情報「ａａａａ」に対応する測定データはｘ１からｘ２に更新さ
れる。続いて、同様にして、時刻ｔ３では被測定者Ｂが個人キーＰｂを押し下げして本体
１０に乗ることにより、個人テーブルＴＢＬ１では、個人キーＰｂに対応する識別情報「
ｂｂｂｂ」に測定データｘ３が対応付けられて記憶され、時刻ｔ４では被測定者Ｃが個人
キーＰｃを押し下げして本体１０に乗ることにより、個人テーブルＴＢＬ１では、個人キ
ーＰｃに対応する識別情報「ｃｃｃｃ」に測定データｘ４が対応付けられて記憶される。
このようにして各時刻において押し下げられた個人キーＰに対応する測定データｘｉが更
新記憶され、時刻ｔ７の時点では、個人テーブルＴＢＬ１は図１２に示す記憶内容に更新
される。すなわち、識別情報「ａａａａ」には測定データｘ５が対応付けられ、識別情報
「ｂｂｂｂ」には測定データｘ７が対応付けられ、識別情報「ｃｃｃｃ」には測定データ
ｘ４が対応付けられ、識別情報「ｄｄｄｄ」には測定データｘ６が対応付けられて記憶さ
れている。
【００６１】
　次に、時刻ｔ８において、被測定者Ａが個人キーＰａを押し下げした後に差分キーＦを
押し下げしたとする。すると、ＣＰＵ１１０は、個人テーブルＴＢＬ１を参照することに
より、個人キーＰａを示す識別情報「ａａａａ」に対応して記憶された測定データｘ５を
読み出して表示部１２０に表示させ、一定期間が経過した後に、表示を零表示「０．００
」とする。続いて、被測定者Ａが本体１０に乗るとＣＰＵ１１０はその測定値を示す測定
データｘ８を取得する。続いて、演算式の基準値に測定データｘ５を代入し、比較値に測
定データｘ８を代入し、差分β１＝ｘ８－ｘ５により差分β１を求める。
【００６２】
　続いて、時刻ｔ９およびｔ１０の各時刻において、被測定者Ｄが個人キーＰｄを押し下
げして本体１０に乗ることにより測定データｘ６が上書き更新されて測定データｘ９とな
り、被測定者Ｃが個人キーＰｃを押し下げして本体１０に乗ることにより測定データｘ４
が上書き更新されて測定データｘ１０となる。次に、時刻ｔ１１において、被測定者Ｂが
個人キーＰｂを押し下げした後に差分キーＦを押し下げすると、識別情報「ｂｂｂｂ」に
対応して記憶されている測定データｘ７と、現在の測定値を示す測定データｘ１１との差
分が求められる（差分β２＝ｘ１１－ｘ７）。同様にして、時刻ｔ１２では被測定者Ｄに
ついて差分β３＝ｘ１２－ｘ９が求められ、時刻ｔ１４では被測定者Ｃについて差分β４
＝ｘ１４－ｘ１０が求められる。
【００６３】
　以上説明したように、本実施形態の測定装置１００Ｂによれば、上記第１実施形態と同
様の効果が得られる。また、複数の被測定者Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが同じ測定装置を使用する場
合においても、差分取得処理が個人別に行われる。すなわち、個人テーブルＴＢＬ１には
各被測定者を示す識別情報に対応付けられて測定データｘｉが更新記憶されるので、被測
定者Ａが測定データを個人テーブルＴＢＬ１に記憶してから差分出力を指示するまでの期
間に他の被測定者が測定を行ったとしても、他の被測定者の過去の測定データｘｉと被測
定者Ａの現在の測定データｘｉとの間で差分取得処理が誤って行われることはない。よっ
て、複数の被測定者が同じ測定装置を利用する状況においても、確実に個人を識別し、各
個人について差分取得処理を実行することが可能となる。
【００６４】
　Ｄ：第４実施形態
　次に、図１５～図１８を参照しながら、第４実施形態に係る測定装置１００Ｃについて
説明する。本実施形態が上記第３実施形態と異なるのはメモリキーＭを有する点である。
　なお、図１５～図１８の各図において、第３実施形態と共通の要素には同一の参照符号
を付し、その説明も適宜省略する。
【００６５】



(14) JP 2009-63306 A 2009.3.26

10

20

30

40

50

　図１５は、第４実施形態に係る測定装置１００Ｃの外観を示す平面図であり、図１６は
、測定装置１００Ｃの電気的な構成を示すブロック図であり、図１８は、測定装置１００
Ｃによる測定の様子を説明するためのタイムチャートである。図１５および図１６に示さ
れるように、測定装置１００Ｃは、差分キーＦと個人キーＰとに加え、メモリキーＭを有
する。メモリキーＭは、体重が測定されてから当該メモリキーＭが押し下げられると、そ
の測定値を示す測定データｘｉを、個人キーＰを示す識別情報に対応付けて個人テーブル
ＴＢＬ１に記憶する。換言すれば、メモリキーＭが押されたときに測定された体重を示す
測定データｘｉだけが個人テーブルＴＢＬ１に記憶される。すなわち、図１８に示される
ように、時刻ｔ１～ｔ７の各時刻において測定が行われた場合において、メモリキーＭが
押し下げられた時刻ｔ４，ｔ５，ｔ６，ｔ７における測定値を示す測定データｘ４，ｘ５
，ｘ６，ｘ７のみが個人テーブルＴＢＬ１に記憶される。よって、メモリキーＭは特定の
測定データｘｉを基準値として個人テーブルＴＢＬ１に記憶するよう指示する記憶指示手
段として機能する。
【００６６】
　図１７は、本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。図１７に示されるよ
うに、ステップＳｆ１において、まず、個人キーＰが押し下げされると、ＣＰＵ１１０は
差分キーＦが押し下げされたか否か判定する（ステップＳｆ３）。この判定結果が否定的
な場合、被測定者が本体１０に乗ると被測定者の体重を測定し、測定結果を表示する（ス
テップＳｆ５）。次いで、ＣＰＵ１１０は、メモリキーＭが押し下げられたか否か判定す
る（ステップＳｆ７）。この判定結果が否定的な場合、すなわち、メモリキーＭが押し下
げられなかった場合、ＣＰＵ１１０は、当該測定処理を終了する。
【００６７】
　一方、ステップＳｆ７の判断結果が肯定的な場合、すなわち、メモリキーＭが押し下げ
られた場合、ＣＰＵ１１０は個人キーＰを示す識別情報に対応付けて測定データｘｉを個
人テーブルＴＢＬ１に記憶する。
【００６８】
　一方、ステップＳｆ３の判定結果が肯定的な場合、すなわち、差分キーＦが押し下げら
れた場合、ＣＰＵ１１０は、個人テーブルＴＢＬ１に記憶された測定データｘｉのうち、
ステップＳｆ１で押し下げられた個人キーＰを示す識別情報に対応する測定データｘｉを
読み出して表示し、表示部１２０の表示を零表示「０．００」とする（ステップＳｅ９）
。次に被測定者が本体１０に乗ると被測定者の体重を測定し（ステップＳａ１１）、差分
取得処理（図４）を実行する（ステップＳａ１３）。続いて、ステップＳａ１５において
差分βpを示す画像を表示する。
　この例では差分βpが±２０[kg]の範囲内にあるとすると、ＣＰＵ１１０は、差分デー
タを２０[g]の目量で表した画像データを生成し、表示部１２０に当該画像データによっ
て表される画像を表示させることにより処理を終了する。
【００６９】
　次に、図１８を参照して当該測定装置１００Ｃにおける測定の様子を説明する。
　図１８に示されるように、時刻ｔ１において、まず被測定者Ａが個人キーＰａを押し下
げして本体１０に乗ると、その測定データｘ１が表示部１２０に表示されて測定処理が終
了する。次に、時刻ｔ２において、再び被測定者Ａが個人キーＰａを押し下げして本体１
０に乗ると、その測定データｘ２が表示部１２０に表示されて測定処理が終了する。続い
て、同様にして、時刻ｔ３において被測定者Ｂが個人キーＰｂを押し下げして本体１０に
乗ると、測定データｘ３が表示部１２０に表示されて測定処理が終了する。
【００７０】
　次に、時刻ｔ４では被測定者Ｃが個人キーＰｃを押し下げして本体１０に乗り、測定後
にメモリキーＭを押すとする。その結果、個人テーブルＴＢＬ１では、個人キーＰｃを示
す識別情報「ｃｃｃｃ」に測定データｘ４が対応付けられて記憶される。続いて、時刻ｔ
５において被測定者Ａが個人キーＰａを押し下げして本体１０に乗り、次にメモリキーＭ
を押すと、個人テーブルＴＢＬ１では、個人キーＰａを示す識別情報「ａａａａ」に測定
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データｘ５が対応付けられて記憶される。このようにして個人キーＰとメモリキーＭの両
方が押し下げられたときにだけ測定データｘｉが更新記憶される。結果として、時刻ｔ７
の時点では、個人テーブルＴＢＬ１は図１６に示す記憶内容に更新される。すなわち、識
別情報「ａａａａ」には測定データｘ５が対応付けられ、識別情報「ｂｂｂｂ」には測定
データｘ７が対応付けられ、識別情報「ｃｃｃｃ」には測定データｘ４が対応付けられ、
識別情報「ｄｄｄｄ」には測定データｘ６が対応付けられて記憶されている。
【００７１】
　次に、時刻ｔ８において、被測定者Ａが個人キーＰａを押し下げした後に差分キーＦを
押し下げしたとする。すると、ＣＰＵ１１０は、個人テーブルＴＢＬ１を参照することに
より、個人キーＰａを示す識別情報「ａａａａ」に対応して記憶された測定データｘ５を
読み出して表示部１２０に表示させ、一定期間が経過した後に、表示を零表示「０．００
」とする。続いて、被測定者Ａが本体１０に乗るとＣＰＵ１１０はその測定値を示す測定
データｘ８を取得する。そして、演算式に基準値としてのｘ５と比較値としてのｘ８を代
入し、ｘ８－ｘ５により差分β１を求める。
【００７２】
　続いて、時刻ｔ９において、被測定者Ｄが個人キーＰｄを押し下げして本体１０に乗る
と、測定データｘ９が表示部１２０に表示される。このとき、メモリキーＭは押し下げさ
れなかったので、個人テーブルＴＢＬ１の記憶値は上書きされず、識別情報「ｄｄｄｄ」
には測定データｘ６が対応付けて記憶されたまま更新されない。同様に、時刻ｔ１０にお
いて、被測定者Ｃが個人キーＰｃを押し下げて本体１０に乗ると、測定データｘ１０が表
示部１２０に表示されるが、個人テーブルＴＢＬ１の値は上書き更新されない。
【００７３】
　時刻ｔ１２において、被測定者Ｄが個人キーＰｄを押し下げした後に差分キーＦを押し
下げすると、識別情報「ｄｄｄｄ」に対応して記憶されている測定データｘ６と、現在の
測定値を示す測定データｘ１２との差分が求められる（差分β３＝ｘ１２－ｘ６）。この
ように、メモリキーＭを用いて記憶対象とする測定データを指定することにより、被測定
者Ｄは、自己の最新の測定値（すなわち、測定データｘ９）ではなく、所望の時刻（この
場合、時刻ｔ６）で測定した測定値（すなわち、測定データｘ６）との差分を求めること
ができる。
【００７４】
　以上説明したように、本実施形態によれば、上記第３実施形態と同様の効果が得られる
。すなわち、個人キーＰによって被測定者が識別されるので、別人である被測定者の測定
データとの間で差分取得処理が行われることはない。また、第２実施形態の場合と同様に
、メモリキーＭを有しない場合には最新の測定データのみが基準値として利用可能であっ
たが、本実施形態の測定装置１００Ｃでは、最新の測定データも含む全ての測定データの
うち、メモリキーＭによって指定された測定データｘｉが基準値として利用される。すな
わち、同じ被測定者が複数回測定を行った場合には指定したタイミングの測定値を基準値
として記憶させることができる。
【００７５】
　Ｅ：変形例
＜変形例１＞
　上述した第１～第４実施形態では、測定した体重について差分を求める差分取得処理に
ついて説明したが、体脂肪率やその他の体組成に関する指標について上記差分取得処理を
行ってもよい。例えば、第１実施形態に係る測定装置１００において、被測定者の体脂肪
率の測定が行われる度に、ＣＰＵ１１０は、測定（推定）された体脂肪率％Ｆatを書き換
え可能メモリ１５０ｃに記憶する。そして、被測定者が差分キーＦを押し下げして体脂肪
率の測定が行われると、この測定値と書き換え可能メモリ１５０ｃに記憶された基準値と
の間で差分を取得する。この態様によっても、上述した実施形態と同様の効果を得ること
が可能となる。
　ＣＰＵ１１０は、以下に示す式に従って体脂肪率％Ｆatを推定する。
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　％Ｆat＝ｆ１・Ｚ・Ｗ／Ｈ２－ｆ２……（１）
　但し、ｆ１及びｆ２は定数であり、重回帰分析により適宜定められる値である。また、
Ｚは生体インピーダンス、Ｗは体重、Ｈは身長である。「身長」は体脂肪率％Ｆatを生成
するためのパラメータであり、被測定者の個人データとして表示部１２０のタッチパネル
から入力される。
　ここで、式（１）の第１項において「Ｗ／Ｈ２」は体格指数ＢＭＩであり、肥満の度合
いを示す。式（１）の定数ｆ１及びｆ２は、ＤＸＡ（Dual energy Ｘ-ray Absorptiometr
y）法によって得られた体脂肪率に基づいて重回帰分析を行い、導かれたものである。Ｄ
ＸＡ法は波長の異なる２種類の放射線を用い、その透過量から人体の組成を求める。ＤＸ
Ａ法は、体脂肪率を高い精度で測定することができるが、装置が大規模となりごく微量で
あるが放射線を被爆するといった問題がある。これに対して、本実施形態で採用する生体
インピーダンス法によれば、簡易且つ安全に体脂肪率％Ｆatを推定することができる。
【００７６】
＜変形例２＞
　上述した第３および第４実施形態および変形例では個人キーＰを用いて被測定者を識別
する態様について説明したが、各被測定者に固有の識別コードを割り当て、表示部１２０
のタッチパネルから当該識別コードを入力させるようにしてもよい。この態様においては
、多数の識別コードを用いることにより多数の被測定者の基準値を個人テーブルＴＢＬ１
に記憶させることができるので、その数が限定された個人キーＰを用いる場合と比較して
、スポーツクラブや公衆浴場など、多数の被測定者が測定装置を利用する場合に好適であ
る。
【００７７】
＜変形例３＞
　上述した第３および第４実施形態および上記変形例においては、個人キーや識別コード
を用いて被測定者を識別する態様について説明したが、被測定者の生体の特徴を示す生体
情報を被測定者毎に記憶しておき、その記憶された生体情報に基づいて、過去の測定の被
測定者と差分キーＦによって指定された現在の測定の被測定者とが一致するか否かを判定
するようにしてもよい。具体的には、例えば、第３実施形態において、基準値となる体重
が測定された場合に、当該被測定者の生体情報を測定し、個人テーブルＴＢＬ１に基準値
と対応付けて記憶しておく。そして、その後のタイミングにおいて差分キーＦが押し下げ
されて体重の測定が行われた場合には、その被測定者の生体情報を測定し、個人テーブル
ＴＢＬ１に記憶された生体情報と比較する。そして、個人テーブルＴＢＬ１に記憶されて
いる測定データｘｉのうち、生体情報が示す特徴が一致するものを基準値として選択し、
差分取得処理を実行する。なお、被測定者の識別に用いる生体情報とは、個人に特有な身
体情報であって、当該測定装置１００で測定可能な体脂肪率やその他の体組成に関する指
標であってもよく、また、１つだけでなく複数の生体情報を被測定者の識別に用いてもよ
い。本変形例によれば、被測定者による個人キーの押下げや識別キーの入力の手間を省く
ことができユーザの利便性が向上する。
【００７８】
＜変形例４＞
　上記第１～第４実施形態では、体重が測定される度に測定データｘｉを更新記憶する態
様について説明したが、測定データｘｉを測定時刻と対応付けて記憶する態様としてもよ
い。具体的には、測定装置１００に現在時刻を計時するタイマー（図示略）を設ける。Ｃ
ＰＵ１１０は測定データｘｉを書き換え可能メモリ１５０ｃまたは個人テーブルＴＢＬ１
に記憶するときに、タイマーから現在時刻を取得し測定データｘｉ（個人テーブルＴＢＬ
１の場合には測定データｘｉと識別情報）に対応付けて記憶する。ＣＰＵ１１０は、差分
キーＦが押し下げされたときには、書き換え可能メモリ１５０ｃまたは個人テーブルＴＢ
Ｌ１の最新の測定データｘｉを基準値として取得する。なお、ＣＰＵ１１０は、一定間隔
で割り込み処理を行うことにより、書き換え可能メモリ１５０ｃまたは個人テーブルＴＢ
Ｌ１に記憶されている測定データｘｉのうち、一定の時間が経過したものについては削除
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り当てられた記憶容量を超過した場合に最も古い測定データｘｉから順次削除するように
してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】本発明の第１実施形態に係る測定装置１００の平面図である。
【図２】同測定装置１００の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。
【図４】図３に示す差分取得処理の詳細な流れを示すフローチャートである。
【図５】本実施形態における測定処理の様子を説明するためのシーケンスチャートである
。
【図６】本発明の第２実施形態に係る測定装置１００Ａの平面図である。
【図７】同測定装置１００Ａの電気的構成を示すブロック図である。
【図８】本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。
【図９】本実施形態における測定処理の様子を説明するためのシーケンスチャートである
。
【図１０】第２実施形態の変形例に係る動作の流れを示すフローチャートである。
【図１１】本発明の第３実施形態に係る測定装置１００Ｂの平面図である。
【図１２】同測定装置１００Ｂの電気的構成を示すブロック図である。
【図１３】本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。
【図１４】本実施形態における測定処理の様子を説明するためのシーケンスチャートであ
る。
【図１５】本発明の第４実施形態に係る測定装置１００Ｃの平面図である。
【図１６】同測定装置１００Ｃの電気的構成を示すブロック図である。
【図１７】本実施形態の動作の流れを示すフローチャートである。
【図１８】本実施形態における測定処理の様子を説明するためのシーケンスチャートであ
る。
【符号の説明】
【００８０】
　１ａ，２ａ…電流供給用電極、１ｂ，２ｂ…電圧測定用電極、１０…本体、１００，１
００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ…測定装置、１１０…ＣＰＵ、１２０…表示部、１４０…操
作入力装置、１５０…記憶装置、１５０ａ…ＲＡＭ、１５０ｂ…ＲＯＭ、１５０ｃ…書き
換え可能メモリ、１６０…重量測定装置、１７０…生体インピーダンス測定装置、１７０
Ａ…電流供給部、１７０Ｂ…電圧検出部、Ｆ…差分キー、Ｍ…メモリキー、Ｐ（Ｐａ，Ｐ
ｂ，Ｐｃ，Ｐｄ）…個人キー、Ｓ…スタートスイッチ、ＴＢＬ１…個人テーブル。



(18) JP 2009-63306 A 2009.3.26

【図１】 【図２】
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【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１６】 【図１７】
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